
各プロジェクト校の取組





呉市立昭和南小学校の取組
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の設定

ほめほめ言葉をたく
さん見つけましょう。。

特性に応じた支援具の活用

学習のペースや内容、方法等を自己決定

生活に即した単元を貫く問いの設定で児童の意欲アップ

授業に「視覚化・焦点化・共有化」の視点を取り入れみんなにわかりやすい授業に

すごい！
スーパー
１年生だね。

授業参観シートの作成 写真掲示板の設置

児童の活躍を認め、
次への意欲向上に

安心して授業に臨める雰囲気の醸成

えー！これ次の
次に勉強する
内容だよ！
すごーい！なん
で知ってるの

大丈夫よ！
大丈夫！

。

授業者のほめ
言葉を記載し、
協議で交流。





大竹市立玖波中学校の取組 研究主題「自らへの自信をもち、主体的に学びに向かう生徒の育成」
特別支援教育の考え方を生かした授業改善の実践

理科：【共有化】 
ICTを効果的に活
用し、考えたこと
を短時間で他の生
徒と共有ができた。
他者の異なる意見
や表現の仕方を効
果的に学習できた。

特別支援学級：
【個に合わせた支援】
十分な実態把握、個
の特性に合わせた学
習のルーティーン化
と生徒が楽しみなが
ら学習できる授業の
構成により、生徒は
落ち着いて参加した。

国語科：
【プロジェクト学習】 
単元のゴールイメー
ジを持たせて自分で
計画して取り組むプ
ロジェクト学習を
行った。学習課題や
学習方法を選択制に
することで主体的に
学べた。フォロー
アップ生徒に教員が
効果的に支援し、全
員の生徒がＢ評価に
到達した。

外国語科：
【自己選択】
個々の実態に合わせ
たパフォーマンス課
題を設定し、複数の
課題から自己選択を
して主体的、対話的
な学びに。苦手意識
を持つ生徒は安心し
て授業に取り組めた。

美術科：【視覚化】 
授業の流れを視覚
化し、見通しを持
たせる。時間の流
れがわかるので
「主体性な学習」
につながり、意欲
的に発表を行う生
徒が増加した。

特別支援学級

個の特性に応じた
個別最適な学び

個別最適な学び
（フォローアップ生徒）

ユニバーサルデザインの視点を生かした
授業づくり（焦点化・視覚化・共有化）

通常の学級

通常の学級

保健体育科：
【視覚化、焦点化】 
ICTで自分の体の動
きを視覚化焦点化し、
「自分の動きを見る
こと、改善するポイ
ント」など、自分の
体の動きを、他の人
からアドバイスして
もらい、考えること
ができた。ポイント
を押さえて技の改善
が見られた。

数学科：【自由進度学習】
論理的に考察する力を
養うために、観察や操
作、実験などの活動を
通して空間図形の見方
や考え方を育んだ。自
己決定の場面や学習
コーナーを設定し、生
徒の興味関心を高め理
解を促した。



研究主題

『主体的・協働的に取り組める生徒を育成する授業づくり』～ユニバーサルデザインの視点を活用して～

理解を促すユニバーサルデザインの視点を活用した工夫

参加を促すユニバーサルデザインを生かした環境づくり

授業の見通しを見える形で示す 前面掲示はシンプルに最小限

マルチピザ（ぞれぞれの得意な学
び方で学ぶ）、選択場面のある授業
展開

主体的に家庭学習に取り組むため
の手立てとして課題の量を調整

刺激量の調整 多様な学びの支援 主体的な学びの推進

東広島市立磯松中学校 ユニバーサルデザインの視点を活用した授業づくり

時間の構造化

焦点化 視覚化 共有化

チームで話し合い、
課題解決を行う。

練習方法と場
の使い方の例
を図で示す。

ポイントとなる語句を
色分けして示す。

ジャムボードを活用することで、
いつでもどこでも他者の考え
を共有できる。

単元を貫く問いを振り返り
表に提示し、いつも見通し
をもてるようにする。

本時のねらいを具体的に示し、
何をすればよいかわかるように
する。

授業内容の本質を見極め、構成をシンプルに 口頭説明では分かりにくいところを見える化 グループへ、全体へ自分の言葉で説明する

板書とワークシートが一致するように
構造化する。

板書の写真やをジャムボードをク
ラスルームに残すことで、授業内容
を振り返ることができる。

音楽を形作っている８つの要素か
ら、強弱、リズム、音の高さ、速度
について１つずつ絞って鑑賞させ
ることにより、苦手な生徒も聴き取
ることができる。



廿日市市立宮内小学校 ～特別支援学級の取組を学校全体に～
特別支援学級 全学級

個別スペース

協働スペース

【教室環境の構造化】

特別支援学級に在籍する児童が、自ら考え学び
合うために教室環境を見直し、使用頻度の低い
ものは徹底的に無くし、個別のスペース、協働の
スペース、クールダウンのスペースを設置。

クールダウン
スペース

【ワークシステム】

三段ボックスやロッカーを利用したワーク
システムを構築。児童実態に合わせて教
材・教具を用意し、学習環境を整えること
で、自由進度学習にも挑戦！
→年度初めの校内研修に位置付ける
ことで、学校全体で考え方を共有。

特別支援教育の考え方、ポジティブ行動支援の考え方を生かした自由進度学習

【２つの支援】
・支援を要する児童への手立て
・早くできる児童への手立て

【学び方の選択肢】

・一人で、友達と
・机で、廊下で、
教室内を移動して

・プリントで、ICTで
学習コーナーで

自分のペースで
できるから楽！

困ったときに友達
に聞けるからいい！

学習計画表を見ながら、それぞれが自分のペースで学びを進めている。
支援を要する児童へは、難易度や問題数を調整したプリントやヒントカード、
学習コーナーを促しつつ、個別支援を行うことで、自ら学びを進めていける
ように工夫した。

学習を早くどんどん進めていける児童には、チャレンジ問題やICTの活用、
学習コーナーの充実を図ることで対応。
わくわくする選択肢を用意することで、楽しんで学んでいる姿が見られた。

【日常の取組】

【成果】
○学校が楽しいと答える児童が増えた。
○自分で学習を進めることができる児童
が増えてきた。
○特別支援教育の考え方を生かし、児童
一人一人を意識した授業づくりができた。
○自由進度学習に取り組むことで、教材
研究が深まった。
○教師が、意図的に褒める機会が増えた。【児童とのかかわり】

タブレット内にある
ヒントを確認しながら
学習を進める

実際に操作すこと
で理解が深まる

次は、この問題を
やってみよう！

廊下でちょっと
落ち着いてやろう





個に応じたPBS

ポジティブ行動支援作戦表
・応用行動分析の考え方を基に、支援を要する児
童に具体的にどのように取り組むか、一人一人の
教員が作戦を立てるシートを作成。

学校全体で取り組むPBS

スマイルハッピーツリー

学級で取り組むPBS

「やりたい！」があふれる授業
・個別最適な学びを目指し、「授業のUD化」「選択肢
のある授業」や「ICT活用」などの、児童にフィット感
がある活動を仕組む。

特支Co通信
・学校中に児童の望ましい姿を
増やすことを目指し、学校全体で
目標となる望ましい行動を共通
認識のもと認め合う活動。

PBSを支える取組 PBSを支える取組

データ記入
・望ましい行動を確
認するための客観
的なデータ。

視覚的な賞賛

学校全体で取り組むPBS

くま三PBS～子供基点～

委員会活動
・望ましい姿を
子供たちが考え、
生活目標達成
のための手立て
を実行した。

学校全体で取り組むPBS

熊野町立熊野第三小学校 主体的に自己を発揮しながら学びに向かう児童の育成

・学校中に児童の望ま
しい姿を増やすことを
目指し、学校全体で目
標となる望ましい行動
を共通認識のもと認
め合う活動。

・望ましい姿を
子供たちへ視
覚的に価値付
けられる環境。

学校全体で
取り組む
PBS

学級で
取り組む
PBS

個に
応じた
PBS



各学級で見られ
る生徒の課題





Ⅱ わかった！できた！だから「たのしい」と思える授業づくり

➜授業UDの視点での授業改善

Ⅰ 「わからない」と言える、「あんしん」できる「つながり」

府中市立府中学園の４つの取組

①特別支援教育の視点をもち、生徒指導主事と特支㏇が連携を図りながら
取り組む指導の充実
②特別支援教育で大切にしたいことを生徒指導通信でも発行・推進

➜ 通級担当と学級担任との課題の共有
特支担任と交流担任との課題の共有

②システム化
自立活動の授業の様子をデータ
で記録し、だれでもアクセスできる

➜ 自立活動の授業の共有

通級担当と一緒に
目標の設定・振り返り

日常で実践・
担任からの評価

➜自分の思いを伝えられる安心できる人的環境づくり

①特別活動の充実による安心できる集団づくり
・学級会を通してクラスの人間関係を深める
・行事を通して異年齢での人間関係をつくる ②安心できる仕掛け

・自分の思いを伝えやすい座席配置や班編成
・関われる場を仕組む

①時間の構造化（学習の流れを示して、見通しがもてるように）

③共有化
（ペア・グループ
学習において、
子供が見通しを
もって、自分たち
で学習を進める
ための手順書を
作成）
→グループでの
活動により子供
たち同士での関
わりが増えた。

②視覚化（結果からきまりが分かるようにグラフで確認）

「実験手順がわかったから、自分たちで実験することが
できて楽しかった！」
「手順書があるから友達と協力して実験ができた！」と
いきいきした姿を見ることができた。

ペアやグループでの活動の設定

あったかい言葉や行動の奨励
（掲示）

「わからない問題が
あった時に、やさしく
教えてれたのが嬉し
かった。」と、子供た
ち同士のつながり
が増えている。

Ⅳ チームで取組む指導体制

あったかい府中学園の実現を目指して
Ⅲ 自分の「かだいを理解（メタ認知）」

して「いきる力」をつける自立活動

①連携の強化

➜ 生徒指導と特別支援教育がタッグを組む

生徒指導と特別支援教育の両方の考え方を大切にして
生徒指導主事が生徒指導通信で特別支援教育の推進

チームで取り組むこと
で、１人１人に合わせ
た指導の具体が見付
けられるようになった。

取組を通して望ましい行動が増
えてきた。
記録と振り返りから、自分自身
の成長を視覚的に認識し、「こ
れからも続けてがんばりたい。」
と意欲を高めることができた。

生徒指導主事を含
めたケース会議
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